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令
和
元
年
第
３
回
定
例
会

（
会
期　

８
月
30
日
～
９
月
27
日
）

8
月
30
日
か
ら
第
３
回
定

例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
報
告
３
件
、

認
定
11
件
、
諮
問
４
件
、
20
議

案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議

を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま

し
た
。

　

９
月
６
日
と
９
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
行
わ
れ
た
一
般
質

問
に
は
、
６
人
の
議
員
が
登
壇

し
、
執
行
部
と
活
発
な
論
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。（
13
～
19
ペ

ー
ジ
参
照
）

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
議
案
の
審
査
の
他
、
事
務

事
業
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

令和元年度 一般会計補正予算（第2号）

５億７３０１万５千円 追加
《一般会計予算総額》

297億611万5千円

補正予算の一部を紹介

森林経営管理事業

浄化槽設置整備事業

急傾斜地崩壊対策事業

企業誘致推進事業

市道維持管理事業

３８４３万６千円追加

７２８６万８千円追加

２１４５万円追加

４９２５万９千円追加

１億５千万円追加

　単独処理浄化槽やくみ取り便槽からの転換
に係る補助事業申請件数増に伴うもの。

　急傾斜地崩壊対策事業費の増額補正による
もの。

　新規進出企業に対する助成金の交付に伴
うもの。

　地元要望による市道維持補修工事費の増額補正
によるもの。

　未整備森林の整備を促進し、健全な育成と公益的機能の
増進を図り地域林業の振興を図るもの。



９月定例会（主な議決事項）

33 （第65号2019.11）

豊後大野市税条例等の一部を改正する条例の一部改正について

市道路線の認定について

豊後大野市リバーパーク犬飼条例の一部改正について

市民税法人税割の税率変更

リバーパーク犬飼の使用料等の改定

改修中のリバーパーク犬飼

市民税法人税割の税率について、「働
く場の確保」「子育て支援の充実」「学

校教育の充実」を図るための財源を確保す
るため、標準税率（9.7％）の引き下げにあわせ、
本市において適用する税率を制限税率（8.4％）
に変更するものです。

リバーパーク犬飼施設改修工事完了後に
おける当該施設の使用料等の改定を行

い、機能を充実させ、効果的に活用すること
で、本市の観光振興を図るものです。

道路法の規定により、市道２路線を新たに認定するものです。
各路線の認定理由は下記のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　
「中

なか

江
え

２号線」は中九州横断道路大野竹田道路の工事用道路として整備された路線を
新たに市道として認定するものです。
「桑

くわ

迫
ざこ

・津
つ

留
る

２号線」は、県道緒方大野線の改良事業の実施に伴い、大分県より移管
を受けた旧道部分を新たに市道として認定するものです。
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豊後大野市印鑑条例の一部改正について

財 産 の 無 償 譲 渡 に つ い て

財 産 の 取 得 に つ い て

住民基本台帳法施行令の一部改正により
住民票への旧

きゅううじ

氏（旧姓）の記載に関す
る事項が定められたことに伴い、本条例の一
部を改正するものです。様々な場面で旧姓を
使用しやすくするためのものです。

豊後大野市消防団では、購入から１８
年経過を目安に車両の更新を行って	

おり、緊急時の確実な出動体制の確立と、地
域の消防防災活動の推進を図るため、消防	
ポンプ自動車の更新をするものです。

購入物件　　　消防ポンプ自動車２台
契約の相手方　新日本消防設備株式会社
購入金額　　　37,180,000 円

地域経済の活性化と雇用機会の拡大を目的
に利用事業者を募集したところ、障がい

者就労継続支援施設等として活用したいと応
募があり選定委員会で決定したので無償で譲
渡するものです。

相手方　ＮＰＯ法人　福和会
　　　　理事長　都築　克宜

住民票への旧
きゅう

氏
うじ

（旧姓）の記載

消防ポンプ車を購入

旧千歳高齢者生活福祉センター創寿苑を無償譲渡

就職・転職時など、仕事の場面でも
旧姓で本人確認ができます‼

旧千歳高齢者生活福祉センター創寿苑



９月定例会（主な議決事項）

55 （第65号2019.11）

豊後大野市奨学金返還支援基金条例の制定について

奨学金の「給付・貸付制度」から「返還支援制度」への移行

奨学金の返還を支援することにより、安心
して教育を受けることのできる環境を

つくるとともに、豊後大野市への若者の移	
住・定住及び地元就業の促進を図り、もって
活力ある豊後大野市を目指すことを目的とす
るものです。

奨学金給付・貸付制度【現行】

◆奨学金・入学準備金貸付制度（平成２３年４月１日施行）

◆特別奨学金給付制度（平成２８年４月１日施行）

　三重総合高校生徒の修学・就学を支援するため、在学または進学する本市在住の生徒に対し、

奨学金（月額１万２千円）及び入学準備金（１５万円を限度）を無利子で貸し付けるもの。

　１．目的

　奨学金の返還を支援することにより、安心して教育を受けることのできる環境をつくるとと

もに、豊後大野市への若者の移住定住及び地元就職の促進を図り、もって活力ある豊後大野市

を目指す。

２．補助内容

（１）補助率　２／３

（２）補助額　交付申請年度の前年度奨学金返済額×２／３（上限２０万円）

（３）補助期間　５年間（最大１人１００万円）

　三重総合高校に進学し大学進学を目指す生徒に対し、一定の条件を定め奨学金（月額３万円）

を給付するもの。

奨学金返還支援制度【新制度】

三重総合高校
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ま
す
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【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
６
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。　 総

務

厚
生
文
教

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
８
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
報
告 

主
な
議
案
の
審
査
経
過
を
報
告
し
ま
す

　

令
和
元
年
10
月
１
日
以
降
に
開
始
す

る
事
業
年
度
に
係
る
市
民
税
法
人
税

割
の
税
率
を
、
現
在
の
標
準
税
率
の	

９
・
７
％
か
ら
制
限
税
率
８
・
４
％
に
適

用
す
る
こ
と
と
し
た
い
の
で
本
条
例
の

一
部
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

旧
千
歳
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

創
寿
苑
、
旧
千
歳
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
車
庫
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
和
会

に
無
償
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。

　

有
償
貸
付
で
あ
る
と
、
将
来
に
わ

た
っ
て
責
任
あ
る
施
設
の
維
持
管
理
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
建
物
と
し

て
価
格
あ
る
も
の
を
無
償
譲
渡
す
る
と

い
う
意
味
で
、
土
地
に
つ
い
て
は
市
民

皆
さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
公
正
な
価
格
で
売
却
す
る
の
が
正

当
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

提
案
理
由
に
は
基
本
施
策
を
掲
げ
て

お
り
、
ど
う
い
っ
た
も
の
に
充
当
す
る

か
は
こ
れ
か
ら
に
な
り
ま
す
。

●
豊
後
大
野
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
改
正

●
財
産
の
無
償
譲
渡

　

建
物
は
無
償
譲
渡
だ
が
、
土
地
に
つ

い
て
は
有
償
貸
付
で
は
な
く
売
却
と
し

た
理
由
は
な
ぜ
か
。

　

こ
れ
で
確
保
さ
れ
た
財
源
は
特
定
の

目
的
に
使
用
さ
れ
る
の
か
。

　

奨
学
金
の
返
還
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
安
心
し
て
教
育
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

豊
後
大
野
市
へ
の
若
者
の
移
住
・
定
住

及
び
地
元
就
業
の
促
進
を
図
り
、
も
っ

て
活
力
あ
る
豊
後
大
野
市
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。　

　

歳
入
の
県
支
出
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
電
算
シ
ス
テ
ム
の
業
務

委
託
料
に
つ
い
て
の
県
支
出
金
が
あ

り
ま
す
。

　

繰
入
金
に
つ
い
て
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
金
が
確
定
し
た
の
で
、
基
金

か
ら
の
繰
入
金
は
も
う
必
要
な
い
と

判
断
し
て
減
額
し
、
繰
越
金
も
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
電
算
シ
ス
テ

ム
の
業
務
委
託
料
、
共
同
電
算
の
特

別
業
務
委
託
料
基
金
へ
の
積
立
金
、

保
護
給
付
費
等
交
付
金
返
還
金
、
そ

し
て
諸
支
出
金
の
一
般
会
計
の
繰
出

金
と
い
う
こ
と
で
、
３
億
円
の
一
般

会
計
へ
の
繰
り
出
し
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

今
ま
で
の
制
度
が
、
そ
の
ま
ま
移
行

し
て
、
三
重
総
合
高
校
に
役
立
つ
か
と

い
え
ば
、
直
接
つ
な
が
る
も
の
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
安
心
し
て

働
け
る
環
境
づ
く
り
と
い
う
意
味
で

は
、
安
心
し
て
高
校
で
学
べ
る
支
援
に

は
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

過
去
、
基
金
が
５
億
円
か
ら

２
４
０
０
万
円
ま
で
急
激
に
減
少
し
た

と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ

ち
ら
と
し
て
は
、
５
億
円
が
基
本
的
な

安
全
圏
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

●
豊
後
大
野
市
奨
学
金
返
還
支
援
基
金

条
例
の
制
定

●
令
和
元
年
度
豊
後
大
野
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

三
重
総
合
高
校
の
支
援
対
策
の
移
行

と
い
う
が
、
移
行
す
る
部
分
は
何
も
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　

基
金
の
額
は
、
ど
の
く
ら
い
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
の
か
。
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９月定例会（委員会審査報告、人事案件）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

　

議
案
５
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審

査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き

と
し
ま
し
た
。

　

現
在
リ
バ
ー
パ
ー
ク
犬
飼
施
設
の
改

修
工
事
を
実
施
中
で
、
改
修
工
事
完
了

後
に
お
け
る
当
該
施
設
の
使
用
料
等
の

改
定
を
行
い
、及
び
機
能
を
充
実
さ
せ
、

効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
本
市
の

観
光
振
興
を
図
り
た
い
の
で
本
条
例
の

一
部
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
５
２
５
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
歳
出
は
、
維
持
管

理
費
の
修
繕
料
を
１
０
０
万
円
増
額
補

正
す
る
も
の
で
す
。
歳
入
は
、
前
年
度

繰
越
金
が
４
３
４
万
３
千
円
に
確
定
し

た
こ
と
に
よ
り
、
３
８
４
万
３
千
円
を

増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

当
初
予
算
で
は
想
定
で
き
な
か
っ
た

馬
場
処
理
場
の
ス
ク
リ
ー
ン
ユ
ニ
ッ
ト

な
ど
の
修
繕
が
発
生
し
た
た
め
、
今
回

の
補
正
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

既
存
の
ト
イ
レ
が
男
女
と
も
設
置
数

で
基
準
を
満
た
し
て
い
る
の
で
、
予
算

の
関
係
上
新
設
は
し
ま
せ
ん
。

●
豊
後
大
野
市
リ
バ
ー
パ
ー
ク
犬
飼
条

例
の
一
部
改
正

●
令
和
元
年
度
豊
後
大
野
市
浄
化
槽
施

設
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

修
繕
料
を
当
初
予
算
で
見
込
め
な

か
っ
た
の
か
。

　

ト
イ
レ
は
既
存
の
ま
ま
で
大
丈
夫

か
。　
　

人権擁護委員候補者の推薦

任 期 自：令和２年１月１日
至：令和４年12月31日

同
意

　令和元年１２月３１日で任期満了となる現委員（４名）の後任候補
者として推薦されます。

安
あ

部
べ

　幸
さち

代
よ

氏

内
うち

野
の

　貴
たか

文
ふみ

氏

板
いた

井
い

　亮
りょう

一
いち

氏

足
あ だ ち

立　完
か ん じ

治氏

（再任） （再任）
【三重町】

【三重町】

【大野町】

【犬飼町】

人
事
案
件
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総
務
常
任
委
員
会

各常任委員会で昨年度の事業の中から２～３事業ずつ選定し、
３日間にわたり、事務事業評価を実施しました。はじめに委

員個人ごとに事業結果に対する評価と今後の方向性を評価した上
で、委員間で討議し、委員会としての評価を決定しました。
　評価結果を執行部に伝えることで、今後の業務改善や予算確保	
などにつながっていくことが期待されます。

事務事業評価 を実施

事
務
事
業
評
価
の
流
れ

　
【
１
日
目
】

●
対
象
事
業
の
説
明

　
　

執
行
部
か
ら
事
業
説
明
を
受
け
、
質

　

疑
応
答
。

●
評
価
シ
ー
ト
を
作
成

　
　

委
員
ご
と
に
評
価
。

　
【
２
日
目
】

●
評
価
シ
ー
ト
に
基
づ
き
自
由
討
議　

　
　

委
員
の
評
価
に
基
づ
き
、
委
員
相
互

　

に
意
見
を
出
し
合
い
議
論
。

●
委
員
会
の
合
意
形
成

　
　

委
員
会
と
し
て
の
評
価
を
出
す
た

　

め
、
委
員
間
で
の
合
意
形
成
を
図
り
評

　

価
を
決
定
。

　
【
３
日
目
】

●
評
価
報
告
書
作
成　

　
　

委
員
会
と
し
て
の
評
価
結
果
の
報
告

　

書
を
作
成
。

　
【
本
会
議
終
了
後
】

●
評
価
報
告
書
を
市
長
に
送
付
。

　
【
来
年
２
月(

予
定)

】

●
評
価
結
果
の
反
映
状
況
を
執
行
部
が
議

　

会
に
報
告
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

地
域
公
共
交
通
活
性
化
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
及
び
あ
い
の
り
タ

ク
シ
ー
を
運
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢

者
等
の
交
通
手
段
を
確
保
し
、
地
域
公
共

交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

　
【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

お
お
む
ね
適
正

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

継
続

　
【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

引
き
続
き
、
市
民
の
要
望
に
応
え
、
実

証
運
行
を
行
っ
て
路
線
の
分
析
を
行
い
、

利
用
増
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ
き

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
民
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
情

報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

定
住
促
進
空
き
家
対
策
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

空
き
家
等
を
有
効
活
用
し
、
定
住
促
進

に
よ
る
集
落
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、

移
住
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
人
口
の
増
加
、
地
域
の
活

性
化
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

お
お
む
ね
適
正

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

改
善

　
【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

移
住
し
た
方
が
安
心
し
て
本
市
に
な
じ

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
例
え
ば
、
相
談

対
応
を
す
る
移
住
支
援
員
を
配
置
す
る
な

ど
、移
住
後
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

　

引
き
続
き
、
盆
な
ど
の
帰
省
時
期
等
を

利
用
し
相
談
会
を
行
う
な
ど
し
て
、
空
き

家
物
件
の
掘
り
起
こ
し
に
力
を
入
れ
る	

こ
と
。

　

物
件
に
対
す
る
情
報
と
併
せ
て
豊
後
大

野
市
の
魅
力
を
更
に
広
く
発
信
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
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議会版事務事業評価

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

◆
【
調
査
事
業
】

周
産
期
保
健
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

周
産
期
を
契
機
と
し
て
、
子
育
て
に
関

す
る
不
安
及
び
経
済
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
で
、
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

良
好

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

拡
充

　【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
は
、
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
更
な
る
充
実
を
期
待
す

る
こ
と
か
ら
事
業
の
今
後
の
方
向
性
は
拡

充
と
し
、
特
に
以
下
の
点
を
求
め
る
。

　

不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
、
希
望

す
る
者
に
対
し
て
は
、
５
年
度
を
超
え
る

支
援
や
更
な
る
助
成
金
の
充
実
を
検
討
す

る
こ
と
。

　

歯
科
衛
生
士
や
保
健
師
へ
の
業
務
的
負

担
が
、
過
度
に
な
ら
な
い
よ
う
、
業
務
分

担
の
見
直
し
や
増
員
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

事
務
局
運
営
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

教
育
委
員
会
事
務
局
が
管
理
・
運
営
を

行
う
こ
と
で
、
教
育
行
政
の
総
括
的
な
事

務
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
行
う
。

　【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　
良
好

　【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　
継
続

　【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

事
務
局
運
営
事
業
は
、
教
育
行
政
の
運

営
に
必
須
な
事
業
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

三
重
総
合
高
校
が
、
素
晴
ら
し
い
成
果
を

あ
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
事
業
の
今
後

の
方
向
性
は
継
続
と
す
る
が
、
特
に
以
下

の
点
に
つ
い
て
求
め
る
。

　

三
重
総
合
高
校
の
活
躍
に
つ
い
て
、

も
っ
と
広
く
市
民
へ
広
報
す
る
こ
と
。

　
「
三
重
総
合
高
校
の
明
日
を
拓
く
会
」

へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
事
業

実
施
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、

必
要
が
あ
れ
ば
交
付
方
法
の
見
直
し
を
図

る
こ
と
。

　

市
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
三
重
総
合
高

校
存
続
の
た
め
に
も
、
三
重
総
合
高
校
の

た
め
の
純
粋
か
つ
新
た
な
支
援
策
を
導
入

す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　

◆
【
調
査
事
業
】

市
営
住
宅
整
備
事
業

　【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
整
備
方
針
を

決
定
し
、計
画
的
に
事
業
を
行
う
こ
と
で
、

快
適
な
住
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　
良
好

　【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　
継
続

　【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

長
寿
命
化
計
画
で
用
途
廃
止
と
な
っ
た

市
営
住
宅
を
計
画
的
に
廃
止
し
、
入
居
者

の
転
居
な
ど
を
す
す
め
る
こ
と
。

　

老
朽
化
し
た
住
宅
の
修
繕
に
必
要
な
予

算
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
若
い
世
代
に
配

慮
し
た
住
環
境
整
備
を
す
す
め
る
こ
と
。

　

建
て
替
え
に
あ
た
っ
て
は
遅
滞
な
く
行

い
、
定
住
促
進
を
進
め
る
上
に
お
い
て

も
戸
建
て
を
中
心
と
し
た
も
の
と
す
る	

こ
と
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

戦
略
品
目
産
地
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

戦
略
・
重
点
品
目
の
重
点
的
な
取
り
組

み
に
よ
り
、
産
地
拡
大
、
技
術
向
上
、
生

産
性
向
上
、
生
産
者
の
経
営
安
定
に
繋
げ

る
と
と
も
に
、「
大
分
の
野
菜
畑　

豊
後

大
野
」
と
し
て
の
地
位
確
立
を
図
る
。

　【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　
良
好

　【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　
継
続

　【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、
新
規

就
農
者
が
本
事
業
に
対
し
て
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
努
め
る
こ
と
。

　

予
算
の
見
直
し
（
増
額
等
）
を
行
い
、

対
象
者
の
要
望
に
対
し
て
取
り
組
み
の
強

化
が
必
要
で
あ
る
。

　

農
業
経
営
、
規
模
拡
大
す
る
上
で
も
良

好
な
事
業
で
あ
り
、
要
件
緩
和
も
含
め
今

後
継
続
す
べ
き
で
あ
る
。
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認
定平成３０年度

一般会計　歳出決算は前年度に比べ 5億7611万4千円増加

《 一 般 会 計 決 算 の 内 訳 》

※表示単位未満四捨五入の関係で積み上げと合計が一致しない箇所があります。

決算
決
算
特
別
委
員
会
（
宮

成
昭
義
委
員
長
）
が
、	

９
月
20
日
と
24
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
、一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
上
水
道
・
病
院
事

業
特
別
会
計
の
決
算
を
審
査
し

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
慎
重
審
査
の
結

果
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
、
９
月
27
日
の
本
会
議
で
採

決
の
結
果
、認
定
さ
れ
ま
し
た
。

①その他自主財源
　34 億 4587 万円（12.9％）
【内訳】
◆分担金及び負担金
　4億 0501 万円（1.5％）
◆使用料及び手数料
　4億 7889 万円（1.8％）
◆財産収入
　8344 万円（0.3％）
◆寄附金
　9257 万円（0.4％）
◆繰入金
　21 億 6969 万円（8.1％）
◆諸収入
　2億 1628 万円（0.8％）

②その他依存財源
　11 億 4968 万円（4.3％）
【内訳】
◆地方譲与税
　3億 5870 万円（1.3％）
◆地方交付金
　7億 9098 万円（3.0％）

①その他の経費
　16 億 5773 万円（6.5％）
【内訳】
◆維持補修費
　1億 2805 万円（0.5％）
◆積立金
　14 億 7363 万円（5.8％）
◆投資・出資金・貸付金
　5605 万円（0.2％）

人件費
48 億 5782 万円

19.0%

市税
33 億 2874 万円

12.4%
繰越金

10 億 3286 万円
3.8%

地方交付税
106 億 5215 万円

39.6%

国・県支出金
57 億 7391 万円

21.4%

市債
15 億 0910 万円

5.6%

扶助費
44 億 7601 万円

17.5%

公債費
29 億 5981 万円

11.6%
物件費

31 億 9701 万円
12.5%

補助費等
18 億 999 万円

7.1%

繰出金
25 億 3417 万円

9.9%

普通建設事業費
27 億 9682 万円

11.0%

災害復旧事業費
12 億 4276 万円

4.9%

義務的経費
48.1％

266億１７５３万円

259億1017万円

246億1815万円

249億4970万円

255億2582万円

自主財源
29..1％

依頼財源
70.9％

投資的経費
15.9％

その他の経費
36.0%

①

①

②

歳 出

合 計

歳 入

合 計２５５ ２６８億 億２５８２万円 ９２３２万円

５年間の一般会計歳出決算の推移

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
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本
市
の
平
成
30
年
度
一
般
会

計
及
び
８
特
別
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
黒
字
決

算
で
あ
っ
た
。

　

財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
す

健
全
化
判
断
比
率
の
各
比
率

は
、
早
期
健
全
化
基
準
以
下
で

あ
り
良
好
な
状
態
と
い
え
る
。

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
91
・
２
％
と
、

前
年
度
に
比
べ
２
・
１
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
い
る
。

　

基
金
に
つ
い
て
は
、
27
基
金

で
、
前
年
度
よ
り
５
２
６
３
万	

８
千
円
増
加
し
、
２
１
２
億
８	

６
７
１
万
５
千
円
と
な
っ
て	

い
る
。

　

自
主
財
源
比
率
は
、
基
金
の

繰
入
金
な
ど
で
29
・
１
％
と
、

前
年
度
に
比
べ
１
・
４
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
い
る
が
、
依
然
と

し
て
地
方
交
付
税
を
中
心
と
し

た
依
存
財
源
が
高
い
割
合
を
占

め
て
い
る
。

　

普
通
交
付
税
の
特
例
措
置
で

あ
る
「
合
併
算
定
替
」
も
あ
と

１
年
と
な
る
中
、
自
主
財
源
を	

確
保
す
る
た
め
に
、
よ
り
効
果

的
な
徴
収
方
法
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
収
入
未
済
額
等
の
縮
減

に
努
め
る
よ
う
望
む
。

　

地
方
公
営
企
業
会
計
に
つ

い
て
は
、
上
水
道
事
業
が

４
９
４
７
万
３
千
円
の
当
年
度

純
損
失
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

要
因
は
千
歳
簡
易
水
道
の
統
合

に
よ
る
減
価
償
却
費
の
増
加
で

あ
る
。

　

病
院
事
業
は
、
１
億
４
８
５
０	

万
９
千
円
の
当
年
度
純
損
失
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
要
因
は
、

豊
肥
圏
内
の
人
口
減
少
に
よ
る

も
の
が
大
き
い
。

　

公
営
企
業
会
計
は
独
立
採
算

が
原
則
で
あ
る
た
め
、
こ
の
現

状
を
再
度
確
認
し
、
引
き
続
き

計
画
に
基
づ
い
た
経
営
の
健
全

化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

今
後
も
財
政
健
全
化
に
向
け

た
行
政
改
革
を
行
い
、
安
定
的

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

取
り
組
む
こ
と
を
希
望
す
る
。

監
査
委
員
の
意
見

普
通
交
付
税
の

特
例
措
置
も
あ
と
一
年

益永孝則代表監査委員

会　計　名 歳　入 歳入前年度比 歳　出 歳出前年度比
一般会計 268億9231万8千円 +2億1816万7千円 255億2581万7千円 +5億7611万4千円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 53億9347万3千円 -7億1073万7千円 49億1092万3千円 -7億3626万2千円
後 期 高 齢 者 医 療 5億7165万1千円 +90万9千円 5億6858万5千円 +110万6千円
介 護 保 険 64億5842万8千円 -3138万9千円 64億1430万2千円 +4028万1千円
農 業 集 落 排 水 2億1644万3千円 -2035万4千円 1億9420万1千円 -2058万9千円
公 共 下 水 道 9024万9千円 +322万9千円 7544万円 -288万1千円
浄 化 槽 施 設 4857万8千円 +222万6千円 4423万5千円 +97万7千円
簡 易 水 道 2億3709万5千円 -1億1449万3千円 2億98万円 -1億1419万5千円
太 陽 光 発 電 事 業 1億2525万8千円 -2595万3千円 1億1449万2千円 -1713万7千円

計 131億4117万5千円 -8億9656万2千円 125億2315万8千円 -8億4870万円
合　　計 400億3349万3千円 -6億7839万5千円 380億4897万5千円 -2億7258万6千円

会　計　名 29 年度末残高 30 年度末残高

一般会計 232億4746万1千円 219億5356万2千円

特
別
会
計

農業集落排水 9億1877万5千円 8億3881万6千円

公 共 下 水 道 2億8401万1千円 2億5338万9千円

浄 化 槽 施 設 4297万3千円 3889万9千円

簡 易 水 道 11億7998万3千円 6億6644万円

上 水 道 25億5347万3千円 29億4289万6千円

豊後大野市病院 26億5902万1千円 24億4158万4千円

合　　計 308億8569万7千円 291億3558万6千円

会　計　名 29 年度末残高 30 年度末残高
一
般
会
計

財 政 調 整 基 金 61億7291万2千円 59億9143万2千円
減 債 基 金 18億663万2千円 17億7644万6千円
その他特定目的基金 114億3187万9千円 117億2981万7千円
その他定額運用基金 6億8083万円 6億8083万円

特
別
会
計

国民健康保険基金 4億5604万3千円 4億5644万5千円
高額医療費貸付基金 500万円 500万円
国民健康保険出産資金貸付基金 300万円 300万円
介護給付費準備基金 5億7091万2千円 5億3647万円
農業集落排水事業基金 839万6千円 839万6千円
公共下水道事業基金 207万8千円 207万8千円
浄化槽整備推進事業基金 417万5千円 458万円
簡易水道事業基金 9222万円 9222万1千円

合　　計 212億3407万7千円 212億8671万5千円

会　計　名 歳　入 歳入前年度比 歳　出 歳出前年度比

企
業
合
計

上 水 道
収益的収支 3億2525万円 +4422万9千円 3億6429万円 +9593万9千円
資本的収支 1678万7千円 +1233万3千円 1億43万9千円 +2862万円

病院事業
収益的収支 35億5622万8千円 +4073万8千円 37億473万7千円 -2811万3千円
資本的収支 8845万2千円 +3477万4千円 3億3414万5千円 +3668万2千円

《各会計の決算状況》

地方債 基金（借金） （貯金）
一般会計・特別会計 一般会計・特別会計



平成 30 年度事業

（第65号2019.11） 12

平成30年度に実施された事業に注目
平成 30年度にどのような事業が実施されたか、その一部を紹介します。

清川支所、朝地支所、犬飼支所の庁舎整備が始ま
りました。

朝倉文夫記念公園に巨大寝ころび招き猫が制作	
されました。

市営市原住宅の第１期工事が実施されました。

企業誘致推進事業により、「株式会社フレッシュ
グルメ」が本格操業を開始しました。

旧大野高校跡地を造成し宅地を分譲しました。



1313 （第65号2019.11）

首藤正光（１４ページ） 穴見眞児（17 ページ）

田嶋栄一（１８ページ）神志那文寛（15 ページ）

川野優治（１６ページ） 吉藤里美（１９ページ）

•	 職員の喫煙所の利用について
•	職員派遣について
•	庁舎外のトイレを設置してはどうか

•	地域医療について
•	神楽会館周辺整備について

•	本年度で終了するまちづくり協議会、今後の方
　針は
•	奨学金給付・貸付制度、移行する必要がある
　のか

•	奨学金の「返還支援制度」への移行について

•	人口減少社会にどう対応するのか •	児童虐待をなくすため万全の支援体制を
•	市役所における合理的配慮の充実を

６名の議員 市政が を問う

９月6日と９日に行われた一般質問には６名の議員が登壇し、喫煙所、奨学金返還支援制度、地
域医療地域振興対策など１４項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議場
での傍聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人60分以内の一問一答方式で行っています。

一 般 質 問



一 般 質 問

新たに設置された特定屋外喫煙場所

（第65号2019.11） 14

緑 政 会

首
しゅ

藤
とう

正
まさ

光
みつ

職員の喫煙所の利用について

職員派遣について

庁舎外のトイレを設置してはどうか

職員の健康指導に取り組む　

法令に基づき適切に対応する

新たに建設することは困難

　

労
働
組
合
に
専
従
で
派

遣
し
て
い
る
が
、
い
か
が

な
も
の
か
。

　

喫
煙
す
る
職
員
と
そ
う

で
な
い
職
員
と
の
労
働
時

間
の
差
が
生
じ
る
の
で
は
。

　

早
朝
、
市
役
所
本
庁
舎

前
に
集
合
・
出
発
す
る
各

団
体
よ
り
、
ト
イ
レ
が
な

い
た
め
不
便
で
あ
る
と
の

声
が
多
く
聞
か
れ
る
が
、

設
置
で
き
な
い
か
。

　

こ
の
喫
煙
所
は
、
市
役

所
を
利
用
さ
れ
る
喫
煙
者

の
た
め
に
新
た
に
設
置
し

た
も
の
で
す
が
、
職
員
に

つ
い
て
も
業
務
上
支
障
の

な
い
範
囲
で
の
使
用
を
認

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
公
平
性
の
観
点

か
ら
職
員
の
喫
煙
室
の
利

用
は
、
勤
務
時
間
外
及
び

休
憩
時
間
に
限
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員

の
禁
煙
に
向
け
た
健
康
指

導
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

質答
総
務
課
長

　

現
在
、
許
可
し
て
い
ま

す
職
員
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
２
年
３
月
31
日
ま
で
の

２
年
間
を
自
治
労
大
分
県

本
部
役
員
と
し
て
専
従
許

可
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
許
可
を
受
け
た

職
員
は
、
許
可
す
る
期
間

は
休
職
者
と
な
り
、
給
与

質答
総
務
課
長

は
支
給
さ
れ
ず
、
ま
た
、

そ
の
期
間
は
、
退
職
手
当

の
算
定
の
基
礎
と
な
る

勤
続
期
間
に
参
入
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て

も
、
休
職
と
な
る
こ
と
で

本
来
の
業
務
に
影
響
し
な

い
か
を
考
慮
し
た
上
で
、

法
令
に
基
づ
き
適
切
に
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

庁
舎
敷
地
に
屋
外
ト
イ

レ
を
新
た
に
設
置
す
る
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施

設
の
統
廃
合
に
よ
る
経

費
の
削
減
を
図
っ
て
い
る

中
、
建
設
費
用
や
維
持
管

理
費
の
観
点
か
ら
、
新
た

に
建
設
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

利
用
時
間
が
深
夜
早
朝

の
場
合
は
監
督
署
前
バ
ス

停
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ
を

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
周

知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質答
総
務
課
長



～ 6 名の市議が市政を問う～

三重総合高校入学式

1515 （第65号2019.11）

奨学金の「返還支援制度」への
移行について

本市への若者の移住定住、地元就職の促進を図る

日 本 共 産 党

神
こう

志
じ

那
な

文
ふみ

寛
ひろ

そ
の
他
の
質
問

　

現
行
２
制
度
の
利
用
が

少
な
く
、
申
請
も
減
っ
て

い
る
理
由
を
、
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か
。

　

新
制
度
の
対
象
者
を

「
公
務
員
で
な
い
者
」
と

し
た
根
拠
は
。

　
「
事
業
所
に
就
職
し
雇

用
さ
れ
て
い
る
者
」は「
正

規
職
員
」
に
限
定
せ
ず
、

非
正
規
雇
用
も
含
め
る
べ

き
で
は
。

　

平
成
23
年
に
施
行
し
た

「
奨
学
金
・
入
学
準
備
金

貸
付
制
度
」
は
、
奨
学
金

が
２
人
、
入
学
準
備
金
も

14
人
と
、
当
初
想
定
の
人

数
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
高
校
無

償
化
が
始
ま
っ
た
こ
と
、

大
分
県
奨
学
会
や
日
本
学

生
支
援
機
構
な
ど
の
奨
学

金
制
度
や
入
学
準
備
金
制

　

こ
の
制
度
は
、
本
市
へ

の
若
者
の
移
住
定
住
及
び

地
元
就
職
の
促
進
を
図

り
、
も
っ
て
活
力
あ
る
豊

後
大
野
市
を
目
指
す
た

め
、
奨
学
金
の
返
還
金
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
で
す
が
、
公
務
員

に
つ
い
て
は
、
給
与
と
補

助
金
と
い
っ
た
公
費
の
二

重
投
資
と
な
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
、
同
様
の
制
度
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
の

ほ
と
ん
ど
が
公
務
員
を
対

象
外
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
で
す
。

　
「
事
業
所
に
就
職
し
雇

用
さ
れ
て
い
る
者
」
に
つ

い
て
は
、
雇
用
保
険
制
度

の
対
象
と
な
る
週
20
時
間

以
上
の
勤
務
を
行
う
者
と

し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質

質

質

答

答

答

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

～６名の市議が市政を問う～

度
が
充
実
、
さ
ら
に
金
融

機
関
の
教
育
ロ
ー
ン
等
の

金
利
が
下
が
っ
て
き
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
施
行
の
「
特

別
奨
学
金
給
付
制
度
」は
、

４
年
間
で
28
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
三
重
総
合

高
校
の
定
員
を
充
足
す
る

こ
と
を
目
指
し
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

成
績
優
秀
な
生
徒
の
ほ
と

ん
ど
が
大
分
市
や
竹
田
市

の
高
校
を
選
択
し
て
い
る

現
状
か
ら
、
本
制
度
の
趣

旨
が
生
徒
や
保
護
者
に
受

け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
国
保
税
は
子
ど
も
の
均
等

割
を
免
除
し
、
子
育
て
支
援

の
拡
充
を



一 般 質 問

豊後大野市民病院

（第65号2019.11） 16

緑 政 会

川
かわ

野
の

優
ゆう

治
じ

　

人口減少社会にどう対応するのか

困難であるが全力を尽くす　

　

将
来
の
人
口
推
計

に
よ
れ
ば
、
本
市
で
は

２
０
４
０
年
に
は
４
割
近

く
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い

る
（
２
０
１
５
年
比
）。
急

激
な
人
口
減
少
は
、
自
治

体
運
営
に
も
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
。
特
に
懸
念
さ

れ
る
市
民
病
院
と
集
落
の

運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

　

豊
肥
医
療
圏
の
２
０
１	

５
年
に
対
す
る
２
０
４
０

年
の
減
少
の
割
合
は
、
人

口
が
38
％
、
医
療
需
要
が

８
％
、
そ
れ
ぞ
れ
減
少
す

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
豊
肥
医

　

本
市
で
は
、
過
疎
化
や

高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足

に
よ
り
、
市
道
等
の
草
刈

り
や
公
民
館
の
掃
除
、
地

区
の
お
祭
り
な
ど
、
集
落

の
共
同
作
業
が
困
難
に
な

っ
て
い
る
小
規
模
集
落
に

対
し
て
、
県
と
共
同
で
小

規
模
集
落
応
援
隊
事
業
に

取
り
組
み
、
応
援
隊
に
登

録
し
て
い
た
だ
い
た
地
元

企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
を
派
遣
し
、
集
落

の
方
と
共
同
し
て
、
市
道

の
草
刈
り
な
ど
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

質答

答

病
院
事
務
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

療
圏
で
は
人
口
の
減
少
は

激
し
い
も
の
の
医
療
需
要

そ
の
も
の
は
２
０
３
０
年

頃
ま
で
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、

そ
の
後
は
徐
々
に
減
少
し

て
い
く
推
計
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
人
口

減
少
に
伴
う
医
療
需
要
の

減
少
に
よ
り
当
院
の
利
用

者
数
も
徐
々
に
減
少
し
て

い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
と
想
定
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
就
労
人
口

の
減
少
に
よ
る
医
療
従
事

者
確
保
の
問
題
が
い
っ
そ

う
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
の
本
地
域
の
人
口
の

推
移
等
の
状
況
を
考
え
ま

す
と
現
在
の
病
院
の
規
模

や
機
能
を
将
来
に
わ
た
り

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
当
面
は
現
在
の

取
り
組
み
を
可
能
な
限
り

継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。　

そ
の
他
の
質
問

　

災
害
に
対
す
る
備
え
は 

万
全
か



～ 6 名の市議が市政を問う～

清川診療所

1717 （第65号2019.11）

市 民 ク ラ ブ

穴
あな

見
み

眞
しん

児
じ

神楽会館周辺整備について

地域医療について

駐車区画数の確保に努める

連携強化を図る

～６名の市議が市政を問う～

　

清
川
診
療
所
の
移
転
統

合
に
よ
り
、
地
域
か
ら
医

療
機
関
が
な
く
な
る
こ
と

に
つ
い
て
行
政
は
ど
う
捉

え
る
か
伺
う
。

　

清
川
診
療
所
が
移
転
統

合
さ
れ
た
場
合
、
市
民
病

院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
的
な
運

用
の
可
能
性
は
。

　

神
楽
会
館
周
辺
の
駐
車

場
整
備
の
計
画
は
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
医
療
へ

の
熱
い
思
い
の
中
で
診
療

を
さ
れ
て
き
た
関
愛
会
に

対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
し
か
し
今
回

の
移
転
統
合
は
関
愛
会
の

将
来
に
向
け
た
経
営
判
断

で
あ
り
、
や
む
を
得
な
い

と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
豊
後
大
野
医
師	

　

診
療
所
に
勤
務
す
る
医

師
、
看
護
師
の
確
保
、
ま

た
事
業
を
継
続
す
る
に
あ

た
っ
て
の
採
算
性
を
考
え

る
と
き
、
医
師
に
つ
い
て

は
常
勤
医
師
は
20
名
で
昨

年
度
末
か
ら
減
員
と
な
っ

　

敷
地
内
の
駐
車
区
画
線

の
引
き
直
し
、
空
き
地
の

利
用
さ
ら
に
は
民
間
の
所

有
地
を
借
り
て
対
応
す
る

な
ど
し
て
い
る
が
、
来
場

者
の
方
々
に
は
大
変
ご
不

便
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
清

川
支
所
、
公
民
館
整
備
工

事
に
併
せ
て
、
会
館
南
側

の
市
有
地
の
活
用
や
仮
設

駐
車
場
の
舗
装
な
ど
に
よ

り
駐
車
区
画
数
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

質

質

質

答

答

答

市
民
生
活
課
長

市
民
病
院
事
務
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

そ
の
他
の
質
問

　

支
所
、
神
楽
会
館
及
び 

道
の
駅
き
よ
か
わ
の
エ
リ
ア

の
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
い
て

会
、
市
民
病
院
を
は
じ
め

と
す
る
他
の
医
療
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

て
い
ま
す
。
看
護
師
に
つ

い
て
も
退
職
者
や
求
職

者
の
補
充
に
苦
慮
し
て

い
ま
す
。
採
算
性
に
つ
い

て
は
、
運
営
し
て
い
く
に

は
相
応
の
利
用
者
が
必
要

で
あ
る
こ
と
と
利
用
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
等
の
経

営
努
力
も
必
要
と
な
り
ま	

す
。
加
え
て
、
診
療
所
は

か
か
り
つ
け
医
と
利
用
者

の
信
頼
関
係
の
上
に
成
り

立
つ
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

市
民
病
院
が
安
定
し
て
サ

テ
ラ
イ
ト
的
に
診
療
所
を

運
営
す
る
こ
と
は
困
難
と

考
え
ま
す
。
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一 般 質 問

創 生 会

田
た

嶋
しま

栄
えい

一
いち

本年度で終了するまちづくり
協議会、今後の方針は

奨学金給付・貸付制度、
移行する必要があるのか

サポートを続けていく

教育環境の充実や定住促進を図る

　

そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
自
分

た
ち
の
手
で
特
色
あ
る
地

域
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た

が
、
本
年
度
で
終
了
す
る
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

　

当
初
の
趣
旨
で
あ
る
定

員
確
保
と
は
か
け
離
れ
、

奨
学
金
の
原
点
で
あ
る
三

重
総
合
高
校
生
を
対
象
と

し
た
現
行
制
度
は
廃
止
し
、

移
住
・
定
住
を
目
的
と
し

た
提
案
が
な
さ
れ
た
。
あ

え
て
対
象
要
件
を
変
え
て

ま
で
移
行
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

　

学
力
向
上
に
は
効
果
が

な
い
と
嘆
い
て
見
限
る
よ

り
、
三
重
総
合
高
校
に
来

た
生
徒
、
今
、
目
の
前
に

い
る
生
徒
た
ち
が
誇
り
を

持
っ
て
卒
業
し
て
い
く
よ

う
な
工
面
を
し
た
方
が
得

策
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
事
業
は
、
計
画
書

を
審
査
し
て
、
毎
年
３
か

所
し
か
採
択
さ
れ
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
７

町
全
町
が
や
っ
て
い
た
が
、

内
容
に
よ
っ
て
は
今
後
一

切
予
算
が
も
ら
え
な
い
町

が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
。

　

終
了
後
も
継
続
し
て
い

く
団
体
に
対
し
て
は
、
市

民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
支
援
事
業
の
ほ

か
、
国
や
県
、
公
益
団
体

等
の
補
助
事
業
に
つ
な
げ

る
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　

利
用
者
が
少
な
い
、
目

的
が
達
成
で
き
て
い
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
教
育
環

境
の
充
実
や
定
住
へ
と
結

び
つ
く
制
度
へ
移
行
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

頑
張
っ
て
い
る
姿
は
全

面
的
に
評
価
し
ま
す
し
、

支
援
は
今
後
も
惜
し
み
な

く
や
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

行
っ
て
い
る
事
業
は
植
林

質

質

質

質

答

答答

答

総
務
企
画
統
括
理
事

学
校
教
育
課
長

教
育
長

市
長

清川まちづくり協議会が植樹したモミジ

が
多
く
、
こ
れ
ら
は
森
林

環
境
譲
与
税
の
基
金
で
対

応
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
の
補
助

事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
を
や
ろ
う
と

い
う
方
々
の
や
る
気
に
応

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
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～ 6 名の市議が市政を問う～

市 民 ク ラ ブ

吉
よし

藤
ふじ

里
さと

美
み

児童虐待をなくすため
万全の支援体制を

市役所における合理的
配慮の充実を

「子育て世代包括支援センターきらきら」
の強化を図る

障がい者が働きやすい環境づくりに努める

～６名の市議が市政を問う～

　

本
市
に
お
け
る
児
童
虐

待
の
状
況
は
。

　

本
市
の
虐
待
事
案
が
、

児
童
相
談
所
が
介
入
す
る

ハ
イ
リ
ス
ク
案
件
と
な
ら

な
い
よ
う
に
、
市
の
段
階

で
適
切
な
支
援
が
で
き
る

充
実
し
た
体
制
が
必
要
と

考
え
る
が
、
現
状
の
体
制

は
十
分
か
。

　

市
役
所
の
障
が
い
者
雇

用
率
は
。

　

ど
の
よ
う
な
合
理
的
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
件
数
は
、
平
成
26
年
度

に
39
件
、
27
年
度
41
件
、

28
年
度
70
件
、
29
年
度
81

件
、
30
年
度
92
件
、
そ
し

て
本
年
度
は
８
月
末
現
在

で
既
に
47
件
の
相
談
を
受

け
て
お
り
、
相
談
件
数
は

年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。

　

30
年
度
の
相
談
内
容
で

一
番
多
か
っ
た
の
は
、
心

理
的
虐
待
46
％
、
次
い
で

養
育
放
棄
に
よ
る
ネ
グ
レ

ク
ト
が
34
％
、
身
体
的
虐

　

本
年
度
か
ら
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
臨
床
心
理
士
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
い

る
家
庭
相
談
員
、
母
子
父

子
自
立
支
援
員
と
共
に
、

子
育
て
支
援
課
全
員
で
子

育
て
世
代
の
皆
様
を
支
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
来
年
度
か
ら
の
体

制
も
強
化
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
６
月
１
日
現

在
の
雇
用
率
は
２
・
28
％

で
、
法
定
雇
用
障
が
い
者

数
に
０
・
５
人
不
足
し
て

い
ま
す
。

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

職
員
に
対
し
て
は
、
パ
ソ

コ
ン
の
マ
ウ
ス
操
作
を
、

画
面
で
操
作
で
き
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
用
意
し
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ

た
対
応
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

質

質

質質

答

答

答答

子
育
て
支
援
課
長

子
育
て
支
援
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

相談室

子育て世代包括支援
センターきらきら

待
17
％
、
性
的
虐
待
３
％

で
し
た
。

　

加
害
者
に
つ
い
て
は
、

実
母
が
43
％
と
最
も
多
く

、
次
に
実
父
27
％
、
両
親	

22
％
の
順
で
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

　
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の

向
上
対
策
に
つ
い
て
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赤
峰
　
映
洋

小
野
　
泰
秀

宮
成
　
昭
義

佐
藤
　
辰
己

衞
藤
　
正
宏

田
嶋
　
栄
一

後
藤
　
雅
克

穴
見
　
眞
児

吉
藤
　
里
美

嶺
　
　
英
治

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

内
田
　
俊
和

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

神
志
那
文
寛

人権擁護委員候補者の推薦について（諮問第１号） 8 月30日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員候補者の推薦について（諮問第２号） 8 月30日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員候補者の推薦について（諮問第３号） 8 月30日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員候補者の推薦について（諮問第４号） 8 月30日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市一般会計歳入歳出決算認定について 9 月27日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成 30 年度豊後大野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 9 月27日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成 30 年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 9 月27日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成 30 年度豊後大野市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 9 月27日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
平成 30 年度豊後大野市農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について 9 月27日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市公共下水道特別会計歳入歳出決算認定について 9 月27日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市浄化槽施設特別会計歳入歳出決算認定について 9 月27日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について 9 月27日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算認定について 9 月27日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市上水道特別会計歳入歳出決算認定について 9 月27日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 30 年度豊後大野市病院事業特別会計歳入歳出決算認定について 9 月27日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市会計年度任用職員の報酬等に関する条例の制定について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市税条例等の一部を改正する条例の一部改正について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市印鑑条例の一部改正について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部改正について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用
者負担等に関する条例の一部改正について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市リバーパーク犬飼条例の一部改正について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市奨学金返還支援基金条例の制定について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市公民館条例の一部改正について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豊後大野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市消防団条例の一部改正について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市道路線の認定について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度豊後大野市一般会計補正予算（第 2 号） 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
令和元年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号）9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
令和元年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度豊後大野市農業集落排水特別会計補正予算（第 2 号）9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度豊後大野市公共下水道特別会計補正予算（第 2 号）9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和元年度豊後大野市浄化槽施設特別会計補正予算（第 2 号） 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の無償譲渡について 9 月27日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況(令和元年第3回定例会）

９月定例会（賛否一覧）
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REPORT 視察研修・台東区表敬訪問

挨拶される台東区議会議長台東区議会議員(右)と本市の議員と執行部(左)

小野市議会視察の様子

2121 （第65号2019.11）

犬
山
市
議
会
で
は
、	

議
会
改
革
と
市
民	

フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
制
度
に
つ

い
て
調
査
。
議
会
改
革
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
に
有
志

の
議
員
と
正
・
副
議
長
が
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す

る
形
で
「
議
会
改
革
推
進
委

員
会
」
を
設
置
し
て
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
だ
そ
う
で

す
。

　

市
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
制

度
は
、
市
民
が
意
見
を
言
う

場
を
増
や
す
目
的
で
、
前
議

長
が
ア
メ
リ
カ
の
議
会
を
参

考
に
提
案
し
て
実
現
し
た
も

の
で
、
市
民
が
議
場
で
議
員

に
対
し
、
市
政
全
般
に
つ
い

て
５
分
間
自
由
に
発
言
し
、

発
言
者
の
意
見
に
つ
い
て

は
、
そ
の
後
全
員
協
議
会
で

議
員
間
討
議
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
市
へ
申
し
入
れ
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
そ
の
他
に
も
「
女

性
議
会
」
や
、「
親
子
議
場

見
学
会
」
な
ど
も
取
り
組
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。

小
野
市
議
会
に
つ
い
て

は
、
政
務
活
動
費
の

廃
止
と
開
か
れ
た
議
会
に
つ

い
て
調
査
。
小
野
市
議
会
で

は
、
平
成
28
年
の
12
月
定
例

会
で
、
議
員
１
人
あ
た
り
年

間
24
万
円
交
付
さ
れ
て
い
た

政
務
活
動
費
を
平
成
29
年
度

か
ら
廃
止
す
る
条
例
を
全
会

一
致
で
可
決
。
経
費
あ
り
き

で
は
な
く
、
活
動
方
針
に
基

づ
い
て
使
う
と
い
う
予
算
執

行
形
態
の
変
更
で
あ
り
、
市

民
目
線
で
議
会
に
求
め
ら
れ

て
い
る
活
動
と
、
そ
の
た
め

の
経
費
の
あ
り
方
を
考
え
て

の
取
り
組
み
で
、
現
在
の
議

員
の
調
査
研
究
に
か
か
る
経

費
に
つ
い
て
は
、
執
行
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
支
出
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

行
政
視
察
や
研
修
な
ど

は
、
議
員
自
ら
が
企
画
立
案

し
、
議
会
の
承
認
を
経
て
実

施
し
、
視
察
後
は
全
議
員
が

参
加
す
る
報
告
会
を
開
催
し

て
情
報
を
共
有
し
て
お
り
、

議
会
活
性
化
委
員
会
令
和
元
年
８
月
19
日
～
21
日

愛
知
県
犬
山
市
議
会
・
兵
庫
県
小
野
市
議
会

他
市
の
先
進
事
例
に
つ
い
て

は
、市
の
職
員
も
参
加
し
て
、

市
の
施
策
に
反
映
で
き
る
仕

組
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

東
京
都
台
東
区
議
会
議
員

本
市
を
表
敬
訪
問

　

８
月
５
日
、
東
京
都
台

東
区
議
会
議
員
の
皆
さ
ん

が
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

台
東
区
議
会
か
ら
は
本

年
４
月
の
区
議
会
議
員
選

挙
で
初
当
選
さ
れ
た
議
員

10
名
と
議
長
が
訪
問
さ

れ
、
朝
倉
文
夫
記
念
館
や

原
尻
の
滝
な
ど
を
視
察
さ

れ
ま
し
た
。

　

視
察
後
は
市
役
所
内
で

本
市
議
会
か
ら
議
長
、
副

議
長
、
各
常
任
委
員
長
、

特
別
委
員
会
委
員
長
及
び

市
長
、
副
市
長
、
執
行
部

が
出
席
し
、
意
見
交
換
会

を
行
い
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

台
東
区
と
は
朝
地
町
出

身
の
彫
塑
家
朝
倉
文
夫
氏

が
ご
縁
で
、
友
好
都
市
と

し
て
交
流
し
て
い
ま
す
。

犬山市議会視察の様子



第８回議会報告会のお知らせ

首藤正光 小野泰秀 神志那文寛
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議会報告会を開催します
第８回

　議会の活動状況を知っていただくとともに、市民皆さまのご意見をお聴き
するために、11 月 12 日と 13 日に議会報告会を開催します。
　第１部の議会報告に加え、第２部で、今回は下記のテーマを設定して意見
交換をいたします。
　市民皆さまのご意見をお聴かせください。

意見交換テーマ

「観光振興について」 「市政全般について」

場所：朝地公民館ホール（朝地町）

場所：緒方公民館ホール（緒方町）

場所：犬飼公民館視聴覚室（犬飼町）

場所：市役所５階委員会室（三重町）

11月12日（火）　午後７時から

11月13日（水）　午後７時から

11月12日（火）　午後７時から

11月13日（水）　午後７時から

衛藤竜哉 佐藤辰己 宮成昭義 衛藤正宏 小野順一 沓掛義範

赤峰映洋 川野優治 田嶋栄一 嶺  英 治内田俊和 穴見眞児 吉藤里美 後藤雅克

衛藤竜哉 佐藤辰己 衛藤正宏 沓掛義範

内田俊和 田嶋栄一 穴見眞児 嶺  英 治

小野泰秀 小野順一 神志那文寛宮成昭義 首藤正光

赤峰映洋 川野優治 吉藤里美 後藤雅克

※手話言語通訳を行います。



閉会中の議会の動き
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議 会 日 誌
７月

8 月

9 月
2日（火） 

3日（水）

 

9日（金）

 

12日（月） 

16日（火）

17日（水） 

19日（金） 

22日（月） 

5日（月） 

6日（火）

 9日（金）

 

19日（月）

20日（火） 

23日（金）

27日（火） 

6日（金）

9日（月） 

12日（木）

13日（金）

17日（火）

18日（水）

20日（金）

24日（火）

27日（金）

本会議（議案質疑）

常任委員会（総務・厚生文教・産業

建設）

本会議（閉会）

議会運営委員会

議会活性化委員会

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

総務常任委員会行政視察

(岩手県遠野市 )

厚生文教常任委員会現地視察

総務常任委員会行政視察

(宮城県栗原市 )

議会広報編集特別委員会

厚生文教常任委員会行政視察

(千葉県鴨川市 )

22日（月） 

23日（火）

24日（水） 

30日（金） 産業建設常任委員会行政視察

（山口県萩市）

厚生文教常任委員会行政視察

（茨城県守谷市）

産業建設常任委員会行政視察

（長崎県松浦市）

本会議（議案上程）

議会広報編集特別委員会

議会活性化委員会

東京都台東区議会表敬訪問

議会広報編集特別委員会

全員協議会

厚生文教常任委員会

議会活性化委員会行政視察

（愛知県犬山市）

 議会活性化委員会行政視察

（兵庫県小野市）

議会運営委員会

議会運営委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（議案質疑）

常任委員会 (総務 ･厚生文教 ･産業

建設 )

常任委員会 (総務 ･厚生文教 ･産業

建設 )

常任委員会 (総務 ･厚生文教 ･産業

建設 )

決算特別委員会 (特別会計 )

決算特別委員会 (一般会計 )

本会議 (閉会 )

議会活性化委員会

　

７
月
16
日
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
旧
緒

方
村
役
場
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
よ
り
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
ま
し
た

（
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
）

　

８
月
９
日
に
社
会
医
療
法
人
帰
巖
会
の
皆
様

と
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

最
初
に
帰
巖
会
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
委
員
と
の
間
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
出
さ
れ

た
意
見
な
ど
は
今
後
の
委
員
会
活
動
の
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

帰
巖
会
と
意
見
交
換
会

旧
緒
方
村
役
場
を
現
地
調
査

現地調査の様子旧緒方村役場の内部

意見交換会の様子



広
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編
集
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志
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俊
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赤
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大
分

県
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後
大

野
市

三
重

町
市

場
1

2
0

0
番

地
発

行
：

大
分

県
豊

後
大

野
市

議
会

編
集

：
議

会
広

報
編

集
特

別
委

員
会

TEL 0
9

7
4

-2
2

-1
0

0
1

 FA
X

0
9

7
4

-2
2

-8
1

0
1

豊
後

大
野

市
議

会
W

EB
で

も
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
。

第
６

5
号

令
和

元
年

1
1

月
１

日
発

行

市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

議会を傍聴してみませんか？

手続きは、受付で住所と名前を書くだけです。
お気軽に議会事務局にお尋ねください。

℡ 0974-22-1001
市内無料電話　9-22-1001

次回 12 月定例会は、12 月 2 日に開会予定です。
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第一小の「すげえあいさつ」

大きな「繋がり」の中で
　私たち朝地中学校は、体育祭や文化祭などを小学校と合同で行う
など、小学校との繋がりを強めている連携型小中一貫校です。行事
の成功のために、小学生との係会議を数多くもち、反省や片付けも
合同です。
　私たち中学生が特に気をつけていることは小学生への「気遣い」
です。わかりやすい言葉を使うこと、丁寧に確実に説明すること、
しっかりと話を聞くことなど「たて」の繋がりを大切にしているな
と感じることが多いです。その結果、入学してくる前から交流を深
めることができ、「先輩」呼びがなく、学年を超えて互いに意見を
言いあうことができると感じます。
　そんな私たちの学校生活に協力してくださる「絆の会」の方々も、
心強い存在です。草刈りや見守り、ロードレース大会での誘導や声
援など、朝地小・中学校はとても恵まれています。
　「繋がり」に感謝し、より大きく強い絆をつくっていきたいと思
います。

　三重第一小学校では、「すげえあいさつ」に取り組んでいます。
すげえの「す」は進んであいさつ、「げ」は元気にあいさつ、「え」
は笑顔であいさつです。
　僕達は毎朝交替で、児童玄関の前と第一小学校のシンボルの三本
くすの前に立ってあいさつ運動をしています。大きな声で「おはよ
う」というと、それ以上の声が返ってきてとても気持ちが良いです。
このように、あいさつは、お互いに「気持ちを良くする力」を持っ
ていると思います。
　僕達はさらに学校だけでなく、地域の人とあいさつをするときも
「すげえあいさつ」をめざしています。
　三重第一小学校が取り組んでいるあいさつ運動をこれからも進め
ていき、笑顔と大きなあいさつが飛び交う学校を、三重第一小学校
全員でつくっていきたいです。

朝地中学校 3 年

三重第一小学校 6 年

毛
もう

利
り

　 文
あや

美
み

仲
なか

尾
お

　 凌
りょう


